














































































































































































































・主要着地（負荷重注 Io. 5 I ) 
O 主要発地〈得点孟 Io. 5 I > 
第 1因子



































因子 道府県 負荷量 得，長 因子 道府県 負荷量 得点
千葉 0.914 奈良 0.693 
埼玉 0.903 兵庫 0.678 
茨城 0.896 山口 0.599 
山形 0.882 2 福井 0.585 
宮城 0.875 京都 0.578 
群馬 0.857 大阪 0.574 0.726 
1 福島 0.854 島キ艮 0.568 
（分散説明率 神奈川 0.848 滋賀 0.545 
29.2%) 栃木 0.830 
山梨 0.830 福岡 0.841 0.678 
長野 0.826 佐賀 0.814 
静岡 0.810 3 熊本 0.774 
岩手 0.751 （同11.0%) 長崎 0.726 
秋田 0.746 宮崎 0.675 
新潟 0.738 大分 0.658 
愛知 0.580 鹿児島 0.500 
青森 0.573 
東京 0.567 0.904 岐阜 0.719 
大阪 0.525 4 愛知 。今629 0.582 
（同7.5%) 三重 0.624 
香川 0.880 滋賀 0.561 
愛媛 0.843 福井 0.551 
2 f恵島 0.825 
（同21.2%) 鳥取 0.779 5 北海道 0.896 0.912 
岡山 0.755 （同6.6%) 青森 0.726 
高知 0.729 富山 0.614 
広島 0.718 秋田 0.537 




・主要発地（負荷重注 Io. s I ) 
O 主要着地（得点註 Io. s I ) 
第 I因子
第 3因子 第 5因子
0 250 


































因子 道府県 負荷量 得点 因子 道府県 負荷量 得点
埼玉 0.863 兵庫 0.640 
山形 0.858 和歌山 0.636 
群馬 0.842 山口 0.616 
茨城 0.833 2 大阪 0.610 0.698 
千葉 0.830 奈良 0.598 
栃木 0.822 島根 0.580 
1 山梨 0.822 福井 0.524 
（分散説明率 長野 0.820 京都 0.509 
27.1%) 宮城 0.817 
福島 0.817 福岡 0.819 0.621 
岩手 0.748 3 佐賀 0.798 
神奈川 0.740 （同10.5%) 熊本 0.763 
新潟 0.728 長崎 0.733 
秋田 0.721 宮崎 0.636 
静岡 0.700 大分 0.621 
東京 0.624 0.854 
青森 0.547 岐阜 0.682 
富山 0.529 4 愛知 0.676 0.523 
大阪 0.523 （同9.0%) 三重 0.631 
京都 0.508 滋賀 0.595 
福井 0.593 
香川 0.853 石川 0.535 
愛媛 0.826 
2 徳島 0.768 5 北海道 0.875 。目890
（同19目5%) 鳥取 0.752 （周6.1%) 青森 0.744 
岡山 0.743 秋回 。‘562







2 3 4 5 
第l因子 0.653 -0.093 -0.554 -0.481 0.166 
第2因子 0.456 -0.130 0.558 0.008 -0.681 
第3因子 0.143 0.319 四0.428 0.828 0.096 
第4因子 0.237 -0.281 0.468 0.272 0.756 
第5因子 0.062 0.904 0.282 -0.260 0.178 
農業 -0.118 0.270 -0.117 -0.021 0.286 
水産業 0.056 0.919 0.183 -0.208 0.227 
鉱業 0.086 0.576 -0.324 0. 737 -0 .101 
工業 0.977 ’0.080 0.056 0.127 0.081 
商業 0 996 0.007 ・0.048 0.007 0.006 
交通業 0.946 0.248 0.040 0.092・0.089
公務自由業 0.958 0.109 ・0.210 ・0.039 0.070 
正準相関係数 0.996”0.896** 0.865** 0.670** 0.476・
カイニ乗値 332.112 148. 290 85. 848 32.869 9. 890 





































2 3 4 5 
第1因子 0.615 -0.236 -0.549 -0.506 0.009 
第2因子 0.414 0.019 0.514 0.066 o.748 
第3因子 0.163 0.130 -0 .435 0.874 0.055 
第4因子 0.286 0.146 0.602 0.107 o.724 
第5因子 。白113 0.961 0.007 -0.214 0.131 
農業 -0.095 0.147 -0.251 -0.064 0.281 
水産業 0.064 0.940 0.082 0.141 0.244 
鉱業 0.094 0.391 -0.422 0.807・0.010
工業 0.978 -0.091 0.091 0.105 0.078 
商業 0.998 司0.019・0.037 0 .008 -0. 006 
交通業 0.946 0.229 -0.012 0.123・0.077
公務自由業 0.960 0.044 ・0.216 ’0.022 0.064 
正準相関係数 0.996“0.888”0.868** 0.623•• 0.434・
カイ二乗値 325.474 140.688 80 766 26.907 8.021 



















































































































回帰式の回帰係数に当たる bu,b12, b.1, b.2は，
座標の移動後，一方の空間座標を他方の空間座標
に最小ニ乗法的に適合させるための伸縮・回転の







R = I 1 - ' 2 (4) 
ヱ（u;-i) 2十玄（v;-v) 







































































































． － ．奈良 ・島根
・富山石川． ． 
岐阜 l・三重 ．和歌山 徳島． 
．秋田
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